












































最終試験の結果要旨：最終試験は平成 27年 8月 11日に行われた。審査委員一同出席の下、最終試験に
は合格した。現在、以下の学術論文を第 1著者として印刷中であることを確認した。Ryuju Kitatani, 
Mayu Yamada, Michiya Kamio, Hiroshi Nagai.  Length is associated with pain: jellyfish with 
painful sting have longer nematocyst tubules than harmless jellyfish. PLOS ONE。最終試験におい
て、国内学会で７回、国際学会で４回の発表がなされていることを確認した。このうち、第 14回マリ
ンバイオテクノロジー学会大会では最優秀ポスタープレゼンテーション賞を受賞した。合同セミナーへ
の出席回数も 60時間を越えていることを確認した。学術論文は英語で書かれており、国際学会でも発
表を行っており語学については問題ないと判断した。申請者に対して、論文内容について最終確認のた
めの質疑応答を行い、その内容は納得できるものであった。一方、専門知識については公開発表会（2
月 11日）当日の質疑や予備審査時でのディスカッションを含め、合格と判定するに足るものであると
審査委員一同確認した。 以上から、申請者について論文審査、最終試験とも合格と判定した。 
